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した後も、夏とは違うすがすがしさがある。
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　今年度、歯と口の健康に関する図画・ポスター
の部で熊本県知事賞に選ばれた作品です。２年
生らしく、むし歯の治療の様子がよく描けていま
す。友達もそれをよく見ていて、歯の大切さが分
かる作品です。

（Ｔ・Ｋ）
この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村
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熊本歯科衛生士専門学院を担当させていただき９年目となりました｡ 学生も保護者も期待

と不安で迎える入学式から始まり､ 厳かな雰囲気の中緊張した面持ちで誓いの言葉に白帽と

誓いの灯をささげ､ 歯科衛生士を目指すものとして職業意識を高め責任の重さを自覚する２

年生での戴帽式､ 講義から臨床実習の経験を３年間積み重ねた自信とこれからスタートする

仕事へ希望溢れる旅立ちの卒業式｡ このような厳粛な儀式を毎年見守っていく度に､ 歴代の

学院役員､ 講師､ 専任､ 事務職員､ また会員の皆様に支えられて築かれてきた学院の ｢真摯

に教育する｣ という伝統の重みを感じ､ その最たるものが卒業生国家試験合格率100％とい

う数字に表れていると確信しております｡ 現在学生は､ 基礎分野・専門分野の講義・実習の

ほかに自衛隊での体験入隊､ 大学での献体解剖実習､ 学生会が運営する運動会､ 熊歯衛祭な

どで沢山のことを学び考え､ 厳しさの中で友と共に楽しみ励まし合いながら学生生活を送っ

ているようです｡ 色々な経験の中で学生に感じてもらいたいことは､ 誠実に考え行動し､ 相

手を思いやり奉仕する心と､ 自分はやればできるのだという自己承認力です｡ そして学院生

活の中で学生に常に伝えているのは､ ｢人生の目的として､ 社会貢献し人の役に立つ人間に

なってほしい｣ ということです｡ 人生の目的が決まれば､ あとはそれに向かって自分の置か

れた立場に沿ってどの時期に何をすればいいのか決まってくるからです｡

昨今の歯科衛生士の需給問題に関しては極めて厳しい状況であり､ 会員の先生方も悩んで

いるのではないでしょうか｡ 全国の歯科衛生士養成校の現状を見てみますと､ 入学定員充足

率…89.0％､ 入学者が定員に満たない養成校…55.9％､ 志願者が定員に満たない養成校…37.9

％であり､ 本県においても歯科衛生士養成３校とも現在同様の状態にあり､ 今後歯科医療・

在宅歯科医療の推進には欠かせない歯科衛生士のマンパワー不足がさらに危惧されるところ

です｡ 学院も受験生増加を目的として６月から県下全域の高校進路指導部への訪問､ 学院の

体験入学の開催､ 各種進路説明会への参加など行っております｡ また､ 歯科技工士養成校に

おいても､ 全国の入学定員充足率は51％､ 九州は49％の状況です｡ 私たちはデンタルスタッ

フ・メディカルスタッフと共に､ 医科歯科連携を通じて県民の皆さんの健康にますます貢献

していく必要がありますが､ この状況に不安を感じています｡

教職員一同､ 日本一の学校を目指し､ 誠心誠意心を込めて学生教育を行ってまいりますし､

歯科衛生士としての矜恃を胸に社会へ羽ばたいてほしいと考えます｡ 卒後は､ 各々の臨床の

現場で歯科衛生士としてやりがいを本人が見出せるようなご指導を会員の先生方よろしくお

願い申し上げます｡ また歯科衛生士養成校・歯科技工士養成校への進学を望む学生や社会人

が少しでも増加しますようにお力添え下さい｡
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―第４回理事会―

����������
地域保健：県へき地保健医療対策ワーキング

グループ

学校歯科：熊本市中央区役所保健子ども課研

修会

医療対策：医療相談苦情事例

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：
１. 表彰�日本歯科医師会会長表彰
福嶋 修治 会員 (荒尾市)

※表彰式：11月11日(土) ｢第38回全国歯

科保健大会｣ (於・富山県)�平成29年度県学校保健功労表彰 (９人)
上田 隆一 会員 (熊本市)､

武末 和貴 会員 (人吉市)､

高� 稔 会員 (玉名郡市)､

清村 龍朗 会員 (上益城郡)､

吉永 修 会員 (下益城郡)､

緒方 博之 会員 (下益城郡)､

村田 和子 会員 (宇土郡市)､

新田 昭洋 会員 (天草郡市)､

槌本 亮二郎 会員 (天草郡市)

２. 支払基金における熊本地震関連データ

支払基金における診療報酬等の請求状

況及び被災 (一部負担金減免) レセプト

の提出状況について説明がなされた｡

３. 平成30年度地域医療総合確保基金 (医

療分) に係る新規事業の提出及び優先順

位

５つの新規事業に優先順位を付けて提

出し､ 今後採用されるように県と交渉する｡

１. 開会：伊藤副会長
２. 挨拶：浦田会長

我々執行部は､ ６月17日の代議員会で承認

されまして約２ヶ月が経ちました｡ 前回の理

事会で､ 役員としてこの２年間の心構えをお

話ししました｡ 今一度､ 自分を見つめ直し､

しっかりと会務に臨んでいただきたいと思い

ます｡

役員の皆さんそれぞれに所管を持ち､ その

専門家として対応していただく事も重要であ

りますが､ 自分の所管に傾注しすぎないで､

横のつながりや連絡を取り合ってそれぞれの

知恵を出し合い会務に対応していただければ

と思います｡ なぜならば皆さんご存じのとお

り､ それぞれの所管だけではなく､ あらゆる

チームを組んでの会務運営や行政等への対応

が重要になってきております｡ 例えば地域医

療総合確保基金事業に関しては､ 地域保健や

センター・介護だけではなく､ 様々な所管の

知恵を拝借して進めていかなくてはなりませ

んし､ 今年度は第７次医療計画も策定されま

すので､ 皆さんがお持ちの情報を集積して歯

科医師会の１つの方向性や答えを出していき

たいと思いますので､ ご協力の程よろしくお

願いいたします｡

３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：中嶋監事､ 西野監事､

浦田会長

５. 平成29年度会務報告：
(自：７月24日～至：８月17日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ 選挙管理委

員会､ 裁定審議委員会

社会保険：保険個別指導､ 日歯社会保険委員

会

８月22日(火) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他全役員の出席のもと開催さ
れた｡
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４. 在宅医療及び医療介護連携に関する意

見交換会

県認知症対策・地域ケア推進課から依

頼のあった意見交換会について､ ９月５

日(火) 午後８時30分から会館にて行う｡

なお､ 本会出席者は小島・伊藤副会長､

牛島専務理事､ 田上常務理事､ 松本・宇

治理事とする｡

５. 平成29年度各種団体からのチームくま

もとに対する予算要望に対する回答

昨年11月にチームくまもと (自民党県

連) へ提出した予算要望に対する回答の

内容説明がなされた｡

６. 日歯が勧める第７次医療計画に関する

都道府県歯科医師会の対応

日歯より都道府県歯会に対し､ 今後､

都道府県地域医療計画を策定するにあたっ

てのポイントをまとめた資料の提供があっ

た｡

７. 九州口腔衛生学会に使用する発表用資

料 (ポスター)

９月３日(日) に佐賀県で開催される

九州口腔衛生学会総会において発表する

生活歯援プログラムに関する資料の説明

がなされた｡

８. 中小企業グループ施設等復旧整備事業

に係る交付決定状況

８月４日現在で､ 89構成員 (全体の57

％) に交付決定がなされた｡ さらに､ 交

付決定を受けた構成員は復旧工事・支払

完了後に実績報告書を提出することになっ

ているが､ 提出が円滑に進んでいないた

め､ 実績報告書に係る説明会を９月13日

(水) 午後７時30分から会館で実施する｡

９. 小・中学校でのフッ化物洗口実施率

熊本市を除く小・中学校でのフッ化物

洗口実施率が目標の100％を達成したこ

とと､ 早期に全小・中学校でのフッ化物

洗口を開始した４町村において､ 12歳児

のむし歯が大幅に減少したことを､ 県が

報道資料として発表した｡

10. 日学歯からの歯科健康診断での注意喚起

姫路市における健康診断時乳歯抜歯事

案についての日学歯の見解が文書で示さ

れた｡

11. 事業実施報告書�学術委員会：バイタルサインセミナー
(７月30日)

12. ６月分がん医科歯科連携事業､ 回復期

医科歯科連携事業報告

がん連携の紹介数は120件､ 回復期の

依頼件数は61件であった｡

13. ７月末会計現況

今後､ 熊本地震関連の会計報告は､ 見

舞金・義援金収支と県からの災害救助費

負担金等収支を分けて行う｡

７. 連絡事項：
１. ９月行事予定

２. 県議会議員・県健康福祉部・県教育庁

との懇談会

県議会議員との懇談会は９月に､ 県健

康福祉部との懇談会と県教育庁との懇談

会は10月以降に開催する予定である｡

８. 承認事項：
１. 関係機関・団体からの役員等の推薦依

頼 [承認]�県医療・保健・福祉連携学会企画委員
／県医師会

小島 博文 副会長 任期：平成29年

４月１日～平成30年３月31日�県脳卒中医療推進検討会議委員／県医
療政策課

伊藤 明彦 副会長 任期：平成29年

８月１日～平成31年３月31日�日歯広報 ｢会員モニター｣ ／日本歯科

医師会

永廣 有伸 広報委員長 (玉名郡市)､

松枝 勝興 広報委員 (八代)､ 緒方

秀則 広報委員 (熊本市) 任期：平

成31年６月日歯定時代議員会終結時ま

で�電波利用推進地域協議会構成員／総務
省九州総合通信局

宮井 祐 理事 任期：平成29年９月

１日～平成30年８月31日

２. 新入会員の承認 [承認]

堂上 哲矢 (第１種／上益城郡)､ 谷川

京子 (第１種／八代)､ 徳永 一宏 (第

３種) の入会を承認した｡
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※29年度入会状況 (８月末現在)：第

１種・９人､ 第２種・５人､ 第３種・

５人､ 第４種・２医療機関

３. 役員改選に伴う熊本法務局への理事及

び代表取締役変更登記手続の完了 [承認]�一般社団法人熊本県歯科医師会
理事就任：平成29年６月17日､ 登記日：

平成29年７月７日�有限会社ケイ・デー・エム・ユー
代表取締役就任：平成29年７月４日､

登記日：平成29年７月７日

９. 議題：
１. 平成30年度地域医療介護総合確保基金

(介護従事者の確保) に係る新規事業の

提案募集 [承認]

何か提案があれば､ 伊藤副会長または

事務局まで連絡することとした｡

２. 第17回警察歯科医会全国大会における

宿泊等幹施業者の選定 [承認]

様々な観点から検討し､ 東武トップツ

アーズを選定することとした｡

３. 各郡市会長・専務理事連絡会議の次第

及び役員出席者 [承認]

次第案については｡ 報告事項に口腔保

健センターの現況と熊本地震対応 (義援

金の配分､ グループ補助金の進捗状況)

を加えることとし､ 役員出席者について

は､ 現時点で常務理事以上と松本・宇治

理事とした｡

４. 平成29年度 (第25回) 中規模県歯科医

師会連合会の協議題に対する回答 [承認]

回答案どおり承認した｡ なお､ 追加・

訂正等あれば､ 早めに牛島専務理事また

は事務局へ連絡することとした｡

５. 第91回日本産業衛生学会in熊本におけ

る講演内容 [承認]

平成30年５月18日(金) 午後３時から

５時まで鶴屋ホールにおいて､ 同学会の

産業歯科保健フォーラムが予定されてお

り､ 本会に内容を検討するように打診が

あった｡ 本会が現在進めている連携事業

を中心とした内容で､ 今後詳細を詰めて

いくこととした｡

６. くま歯キャラバン隊の研修メニュー

[承認]

メニュー案どおり承認し､ ９月の全会

員発送時に同封することとした｡ なお､

解説については内容を再度精査する｡

７. 県学校保健会への助成 [承認]

平成28年度と同様に､ 20万円を助成す

ることとした｡

８. 県体育協会への免税募金[承認]

平成28年度と同様に､ 10万円を寄附す

ることとした｡

９. 会員への発送物に係る運賃の引上げ

[承認]

現在の契約業者からの輸送運賃引上げ

依頼について､ 運送業界を取り巻く現状

を考慮し､ さらに､ 現業者が運賃引上げ

を行っても他の業者と比較して安価であ

ることから了承することとした｡

10. その他�口腔保健センターご案内のしおり [承認]
追加・訂正等あれば､ 松本理事まで

連絡することとした｡

10. 協議事項：
11. 監事講評：
12. 閉会：小島副会長

(広報 竹下 憲治)
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この避難所等での活動が避難者の健康管理

等に大きな役割を果たし､ 災害時の防災活動

に多大な貢献をしたという評価により､ 平成

29年防災功労者防災担当大臣表彰を受賞した｡

表彰式は９月12日(火) に内閣府中央合同庁

舎８号館講堂にて行われ､ 浦田会長と牛島専

務理事が出席し､ 小此木八郎国務大臣 (国家

公安委員会委員長・内閣府特命防災担当大臣)

から表彰状が授与された｡

(専務理事 牛島 隆)

防災功労者防災担当大臣表彰とは､ 例年､

国(内閣府) が防災対策の一層の推進に資す

るため､ 防災に関して災害時の防災活動の実

施､ 防災思想の普及又は防災体制の整備の面

で貢献し､ 特にその功績が顕著であると認め

られる個人又は団体を表彰するものである｡

この度熊本県歯科医師会は平成28年４月に発

生した熊本地震において､ 県歯科衛生士会､

県歯科技工士会や九州地区連合歯科医師会等

との協力体制のもと､ 地域の保健所や市町村

との連携を緊密に保ち､ 特に被害が大きかっ

た10市町村において避難者の歯・口腔の健康

状態を把握し､ 応急歯科処置､ 口腔ケア指導､

歯科相談等の歯科保健医療活動を実施した｡

また合わせて､ 口腔ケア支援物資の提供､ 口

腔ケアに関するポスター・チラシの配布等を

行うことで高齢者の誤嚥性肺炎の発症予防や

歯科疾患の増加予防 (歯科治療実績４月23日

～６月17日：延べ251人) に取り組んだ｡

������������������������������
小此木防災大臣と握手をする浦田会長
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７月22(土) 午後４時30分から､ 県歯会館
にて開催された｡ 事務局による点呼が行われ､
総議員30人中29人の出席により会議の成立を
上野副理事長が宣言し開会された｡
新議員になり､ 始めての組合会のため議長
に田中議員 (熊本市)､ 副議長に宮坂議員
(山鹿市) を選出し議事に入った｡
－理事長挨拶－

前回の組合会で次期の役員を選任していた
だきましたが､ 顔ぶれは同じで務めさせてい
ただきます｡ 本日は28年度の決算等の重要な
審議がございますので､ 慎重審議よろしくお
願いたします｡
国保組合の環境は非常に厳しく､ 定率補助
が５年かけて削減されますが､ 今年度は２年
目ということでさらに削減が進むことになり
ます｡
また､ 昨年の地震の国保運営への影響を心
配しておりましたが､ 28年度の療養給付が削
減でき､ これは組合員の皆さまの病気治療が
少なかったということで非常にうれしく思い
ます｡ この療養給付は効果は高いが非常に薬
価も高いという薬等も出てきており､ 一気に
変わりうる状況でありますので､ 組合員の先
生方にもお諮りしながらしっかりと運営をし
ていきます｡ 熊本地震における一部負担金の
減免等々を考えても､ 決算としてはいい結果
が出ており､ まだ予断は許しませんが今後も
しっかりと対応していきたいと思います｡
特定健診については､ 受診率は目標にもう
一歩であるが､ 特定保健指導の実施率が著し
く低くなっています｡ 政府の骨太方針の中に
｢歯科保健医療の推進｣ という方針が入って
おり､ 全ての世代で ｢歯科健診の推進｣ も謳
われ､ われわれも組合員の健診の中に歯科項
目を入れないといけないのではないかと思っ
ております｡ 来年度以降､ がん検診あるいは
歯科健診をどういうふうに進めるか､ また特
定保健指導等の数字が上がることによって､
インセンティブが付くようになります｡ 30年
度からそういう点で補助金が増えたり､ ある
いは逆に減らされることが始まるようになる
ので､ それに向けての対応もしっかりと図っ
ていきたいと思います｡
今後とも国保組合の運営にいろいろとご指
導またご協力をお願いして挨拶と代えさせて
いただきます｡

続いて､ 議事録署名人に井手議員 (熊本市)
と木原議員 (八代) が指名され､ その後､ 組
合員物故者に対して黙祷が行われた｡ 続いて

―平成29年度第２回臨時組合会―

上野副理事長と桑田常務理事の会務報告・業
務報告の後､ 谷口議員 (熊本市) より平成29
年度歳入歳出現計表について質問が行われた｡
議題に移り､ 以下の６議案が上程された｡
第１号議案：平成28年度熊本県歯科医師国民

健康保険組合歳入歳出補正予算
(案)

第２号議案：平成28年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合歳入歳出決算

第３号議案：平成28年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合歳入歳出決算剰余
金処分 (案)

第４号議案：平成28年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合役職員退職手当積
立金特別会計歳入歳出決算

第５号議案：平成28年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合役職員退職手当積
立金特別会計歳入歳出決算剰余
金処分 (案)

ここで､ 原田監事より適正に処理されてい
る旨の監査報告が行われた｡
第６号議案：平成29年度熊本県歯科医師国民

健康保険組合歳入歳出補正予算
(案)

谷口議員 (熊本市) と松木議員 (天草郡市)
の質問の後､ 全ての議案はいずれも賛成多数
で原案どおり承認・可決された｡
この後､ 協議に入り執行部から以下の説明
が行われた｡
１. 特定検診の受診率は目標にもう一歩で
あるが､ 特定保健指導の実施率が著しく
低くこのままでは補助金カットのペナルティー
の対象になるので指導を受けてほしい｡
２. 熊本地震における一部負担金免除に関
して､ ９月末にて終了の予定である｡
３. 組合員の資格調査に協力をお願いした
い｡
最後に､瀬井理事の閉会の辞で散会となった｡

(国保組合 守永 純一)

全ての議案が原案どおり承認・可決��������
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各各 郡郡 市市 新新 執執 行行 部部 紹紹 介介

60歳以上の会員も２年前の44％から40％へ
と若干若返りつつある｡
④その他
今年度は松本理事の肝いりもあり､ 多職種

連携に力をいれ､ 11／25(土) ｢多職種連携に
よる食支援｣ (講師：筑波大学 紙矢 克子
名誉教授)
H30.１／20(土) 講師：日本歯科大学口腔

リハビリテーション多摩クリニック 菊谷 武
院長を予定している｡

(槌本 亮二郎)

天草郡市歯科医師会 (会長 森口 茂樹)

①年間行事・事業
４／15(土) 総会
５／28(日) 三師会ゴルフ＆親睦会
６／10(土) 天草市健康フェスタ2017
６／10(土) 長寿会 (喜寿２人､ 古稀２人)
８／26(土) 三師会合同研修会

(歯科演者 田上 大輔 氏)
10／28(土) 第58回歯牙供養祭､

第53回天歯学会 (講師：東京
都開業 鷹岡 竜一 氏)

11/25(土) 城南５郡市連絡協議会
(天草郡市主催)

他､ 毎月１回会員発表､ 又は外来講師よる
研修会
②現在計画中の事業
老人保健施設健診予定､ 口腔ケア講習会､
認知症講習会､ 歯科衛生士セミナー
③会の特徴
現在会員数61人､ 51歯科医院と近年増加傾
向の状況で､ 若手の会員も微増している｡

��������������������������������������������������
また､ 一般社団法人化に伴う諸規則の見
直しと整備が急務となっている｡ 会員の高
齢化が問題となっており､ 終身会員の引き
上げ並びに会費の取り扱いを審議中である｡

③会の特徴
会員のほとんどが参加する伝統行事である

厄入り厄晴れ賀寿の祝いを通して､ 全世代に
わたって親睦がはかられている会員同士の仲
がとても良い会である｡
今回の執行部は同じメンバーで３年目に入

りました｡ ２年間の経験をもとに昨年度震災
の影響でできなかった行事を中心に会を盛り
上げていきたいと思っている｡

(高田 博樹)

八代歯科医師会 (会長 水上 正太)

①年間行事・事業
・八代口腔保健センター運営
会員の輪番制による日曜､ 祭日､ 年末年
始､ お盆期間の休日診療を行っている｡
・やつしろ歯の祭典
昨年度は震災の影響でできなかったが､
今年は以前のように歯と口の健康週間内の
土曜日に八代ハーモニーホールをメイン会
場として､ 全４会場で行われ2000人近い来
場者があり大変盛り上がった｡
その他の事業として､ 学術講演会､ 補助
者講習会､ 歯科技工士会との親睦会､ 会員
研修旅行､ 家族同伴の新年会などを行って
いる｡
②現在計画中の事業
会内部では特に新規の計画はないが､ 既
存各事業については各会員の負担が増えな
い形で､ 且つ会の理念に沿った形で計画の
見直しは随時行っている｡
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③会の特徴�医科歯科連携､ 在宅介護など会の事業が
多くなるなか､ 会員の先生方が様々な事

業に積極的に協力して頂いています｡�諸先輩方の代から行政､ 議員､ 三師会､
医療関係者などと連携を密にとり､ お口

の健康をはじめ地域に貢献しています｡�本会は年輩の会員から若い会員まで幅広
い年代で活躍されています｡

(永廣 有伸)

①年間行事・事業�定時総会・臨時総会・新年会�会員旅行・健康診断・たまな健康食育フェ
ア�講演会 (学術､ 医療対策､ くま歯キャラ

バン隊)�よい歯の広場 (歯と口の健康週間事業)�ボウリング大会・永年勤続表彰�福寿会 (60才以上の会員)�救急救命講習会 (１回／２年)�たまな在宅ネットワーク (１回／月)

②現在計画中の事業�玉名中央病院と医科歯科連携をさらに進
め､ がん連携を中心に勉強会を予定｡�今春より年間３回ほど多職種の方に歯科
を理解して頂く為､ たまな在宅ネットワー

クで ｢かくかく歯科じか｣ を講演｡ 次年

度も続けていく予定｡

玉名郡市歯科医師会 (会長 �� 稔)

��������������������������������������������������
②現在計画中の事業�医療連携の充実:少子高齢化社会の到来
に伴い､ 在宅医療を中心としたそれぞれ

のライフステージに対応した医療連携を

推進する｡�負担金を含めた規約の見直し：一般法人
の設立に際し､ 規約等の見直しを行った

が､ さらに現実に即した形に補正を行う｡�執行事業の見直し：会員数の増加や歯科
医療を取り巻く環境の変化に対応した執

行事業の見直しについて費用対効果を含

めて行いたい｡

③会の特徴
この20年間で会員数が急増し70人を超える

大所帯となった｡ それに伴

い若い年齢層の占める割合

も増加している｡ このよう

な若い会員に､ 会務に対す

る理解や興味を持っていた

だけるような魅力ある組織

作りを模索したい｡ その方

策として広く若手会員を中

菊池郡市歯科医師会 (会長 �木 公康)

①年間行事・事業
＜総 務＞

定時・通常総会の運営 (一般社団法人と

して) 城北地区連絡協議会の参加

＜研修会＞

ＡＥＤの配布､ 救急救命のトレーニング､

歯科に関する出前講座

在宅歯科医療の推進診療の実施､ 訪問診

療用ポーダブルユニットの管理

＜厚生事業ほか＞

新年会､ 三師会旅行､ 三師会ゴルフコン

ペ､ ボウリング大会､ 定期的な広報誌 (菊

歯たより) の発刊､ ホームページの運用・

管理
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心とした執行部､ 委員会を構成することで意

見の吸い上げを行い､ 会務への反映を促した

いと思っている｡

また､ これからの超高齢化社会を見据え､

従来の地域保健から医療連携の部門を独立さ

せ委員会を立ち上げた｡ 本会の特徴のひとつ

でもある医師会・薬剤師会の三師会との連携

の強さを生かして妊婦・糖尿病などの歯周病

との連携なども含め､ 有効に働いてゆくと期

待する｡

(�木 公康)��������������������������������������������������
広報

１. 広報誌の発行

２. 在宅歯科診療に対する広報活動

②現在計画中の事業�医科・歯科連携推進のための講演会�口腔ケアに関する研修を中心とした ｢例

会｣ の開催

③会の特徴
阿蘇郡市歯科医師会は広大な郡市の中に30

人の少ない会員数で構成されています｡ 基本

何をやるにも全員参加です｡ 昨年起こった熊

本地震の被害の爪痕も残る中､ どうにかして

みんな阿蘇市に集まり活動を続けているとこ

ろです｡ 口腔ケアの重要性が認識されてきた

現在､ 歯と口の健康週間事業では老人介護施

設などに訪問して､ 入居者や施設職員の方た

ちに口腔ケアの大切さやまたその方法などを

伝える講演会をここ３年ぐらい続けています｡

秋には大分への会員親睦旅行も予定されてい

ます｡ 今期で２期目となる武藤会長とともに

楽しく確実に前に進んでいきたいと思います｡

(乕谷 真)

阿蘇郡市歯科医師会 (会長 武藤 健史)

①年間行事・事業
学術

１. 例会及び各種研修会の開催 (含多職種

との共催)

２. 在宅歯科診療の推進及び研修

地域保健

１. 歯と口の健康週間事業 (老人介護施設

訪問など) の実施

２. 口腔衛生思想の普及啓発 (歯科保健計

画の推進)

３. 三師会活動への参加 (医師会・薬剤師

会との連携の充実)

４. 各市町村や保健所との連携による歯科

保健の充実

１歳半児健診､ ３歳児健診､ 8020高齢

者コンクール

５. 歯及び口腔の健康づくり推進条例への

協力

厚生・医療管理

１. 会員､ 従業員の健康管理

２. 会員親睦旅行の実施

社会保険

１. 保険診療扱いに対する研究と対応

２. 社会保険研修会の実施

学校歯科

１. 学校健診及び口腔衛生指導の実施

２. フッ化物利用の推進

３. フッ化物洗口事業の継続に向けた協力

医療対策及びセンター・介護

１. 介護認定審査会への参加

２. 訪問歯科､ 障がい者歯科への取り組み

３. 医療苦情に対する研修

４. 医療連携及び他職種連携への対応
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②現在計画中の事業
・在宅医療・在宅ケア等の研修会を通じて､
郡医師会・介護職員等との連携を強化し
ていく｡
・昨年震災で中止となった一大事業である
笑顔ヘルＣキャンペーンの復活と充実を
目指す｡

③会の特徴
小所帯の郡歯会ではあるが､ 近年､ 親子会
員を含めた若手会員が増加している｡ その中
から委員会に出向している会員も多くおり､

今後の郡歯会の運営の継続と
発展に益々貢献していただけ
るものと思っている｡
また､ 伝統的に当郡では会

員内の団結・結束力の強さを
持ち合わせており､ 若手会員
にも引き継がれている｡

(清村 龍朗)

上益城郡歯科医師会 (会長 清村 龍朗)

①年間行事・事業
・月例研修会
・歯と口の健康週間における歯科健診
・家族・従業員レクレーション
・笑顔ヘルＣキャンペーン
・三師会研修会
・臨時総会
・宇城三郡市合同学術講演会
・通常総会
・常務会・理事会
・保健所等行政と連携した歯科保健活動

昨年は結婚50年の金婚式でした｡ 女房は口
癖で ｢よくぞお互い我慢辛抱そして忍耐の連
続でよく続きましたね｣ と云う｡ あれから50
年､ 今ではすっかり様変わりの女房の言いな
り ｢３歩さがって女房の影を踏まず｣ という
言葉が､ ３歩どころか街の中を一緒に歩いて
いてもいつのまにか､ 10歩も20歩も離れて後
ろからテクテクとついていく有様､ すっかり
我が家の主導権は彼女の支配下になっていま
す｡ まさに手のひらでもて遊ばれる小さなガ
ラス玉か太陽の周りをグルグル回る惑星みた
いなもんです｡ 万一彼女が私より先に逝った
なら､ それこそその日から路頭に迷うことは
間違いない｡ さだまさしの唄の中に ｢俺より
も１日でも長生きしてくれ｣ まさにその通り､
もし独りになったなら家計や食事その他色々
な雑事は全く判らない､ どうしたらいいのか､
あゝどうしよう……｡ これからの余生は女房
殿の言いなり何事も逆らわずにいるのが夫婦
円満の秘訣だろうと納得している次第､ せめ
て笑って明るく暮らしていくのも一生｡ 暗い

顔してグチっぽくいうの
も一生｡ どうせ限りある
人生ならせいぜい楽天的
な生き方が気楽でいゝ｡
そして ｢健康｣ こそが

人生の宝物であり大きな
財産です｡ 最近は毎日１
時間ウオーキングするこ
とが習慣になり１日でも歩行しないと何とな
く物足りなく気力､ 体力が落ち込むような気
分です｡ やはり汗をかくことは心身ともに充
実感を味わった気持ちになります｡
ところで先日､ 健康診断で肝機能検査が上

昇気味で倍以上の数値､ やはりアルコール過
剰が誘因だろう｡ 永年にわたってアルコール
づけの体は簡単に下がるわけがない｡ ｢酒は
百薬の長｣ ｢酒は人生の潤滑油｣ とか云いな
がら長年晩酌を欠かしたことがない｡
せいぜい酒を愛し楽しみ終活を迎えるのも

いいじゃないかと自分勝手に暗示をかけなが
ら今夜も晩酌を楽しんでいます｡

荒尾市 坂田 光輝

老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててはははははははははははははははははははははははは女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女房房房房房房房房房房房房房房房房房房房房房房房房にににににににににににににににににににににににに従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従ええええええええええええええええええええええええ
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���������� 郡市会報告

７月８日(土) 県歯会館３階市会議室にて福

岡県久留米市で開業の吉松繁人氏をお招きし､

｢総義歯治療を見直そう｣ ～保険総義歯からイ

ンプラントオーバーデンチャーまで～と題し､

学術講演会を開催した｡ 講演では､ まず ｢義歯

の質に対する歯科医師の評価と患者の治療に対

する満足度について相関性は乏しい｣ という報

告から､ 実際の高齢者の治療にあたっては､ 高

齢者との信頼関係が基本であり､ その意味で高

齢者の性格的な特徴や全身状態を知ることが非

常に重要であることを説明された｡ 高齢者の性

格には円熟型､ 安楽椅子型 (依存型)､ 装甲型

(自己防衛型)､ 自責型 (内罰型)､ 攻撃憤慨型

(外罰型) があり､ さらに高齢者ではフレイル

(虚弱) が進むのでその段階に応じた義歯の作

製を考えることが一つのポイントになるとのこ

とであった｡ この他､ 総義歯の難易度を考える

にあたって､ 顎堤の条件､ 骨格の問題､ 顎運動

や顎位の安定性､ 旧義歯の使用状況などを考慮

する必要がある｡ 実際､ 総義歯を作製するにあ

たって､ 義歯の安定のために重要な要素として､

咬合平面の問題を講義では強調されていた｡ 顎

運動と咬合平面は関係していて､ 咬合平面が水

平になっておらず左右にズレがあれば閉口時に

左右の下顎頭の動きに差が生じ義歯を不安定に

するとのことで､ 上顎の咬合平面を決定するに

あたっては慎重に行う必要性を指摘された｡ 下

顎の咬合平面に関しては咀嚼の際に食塊を上手

く人工歯に乗せるように舌の高さを目安にする

ことが大事であるとのことであった｡ また高齢

者では舌圧や嚥下能力の低下が起こることから

咬合高径を決定する際には嚥下が上手くできる

かなどの観察も必要であるとのことであった｡

さらに旧義歯を利用したコピーデンチャーを用

いた新義歯作製も詳しく説明された｡ 症例では

動画を使って､ 吸着の具合や食事の様子を示さ

れていて､ どの症例も素晴らしく患者の満足度

の高い義歯作製が行われている様子がうかがえ

た｡ またインプラントを利用したオーバーデン

チャーについて説明があり､ 義歯の破折が起こ

りやすいことや文献的考察から上顎においてイ

ンプラント体の喪失や破折のリスクが高いこと

を説明された｡ ２時間30分の講演であったが､

高齢者の精神的・身体的特徴から顎運動､ 咬合

平面､ 人工歯排列､ 研磨面形態､ 咬合高径等の

義歯作製のポイントを科学的に詳しく説明して

いただいた｡ また吉松講師が日常臨床を非常に

丁寧に精度高く行われている様子が伝わる講演

会となった｡

(村上 慶)

熊本市歯科医師会 ����������
―学術講演会―

総義歯の作製のポイントを詳しく説明された
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����������
����������������上益城郡歯科医師会

スタッフに感謝し､ 来年も楽しい時間を過ごせ

ることを願い､ 石井会員の締めでお開きとなっ

た｡

(宮本 徳郎)

―家族スタッフ合同レクレーション―

景品が当たる抽選会は大いに盛り上がる

８月25日(金) 午後７時より､ 毎年恒例の家

族スタッフ合同レクレーションが､ 浜ん小浦総

本店で18医院104人の参加者のもと開催された｡

清村龍朗会長の挨拶の後､ 河端会員の乾杯で

スタートした｡ 海鮮料理で有名なお店だが､ 評

判通りの美味な料理が次々と運ばれてきた｡ 夏

バテ気味の身体を癒すお酒と料理を楽しみなが

ら､ 交流を深めていった｡

会の中盤に差し掛かるころ､ 参加スタッフ全

員にもれなく景品が当たる抽選会が始まった｡

三隅会員らが番号を読み上げ､ 厳選されたプレ

ゼントが当たる度に､ 歓喜の声があがった｡

震災からの復興はまだまだこれからというと

ころだと思うが､ 前向きに頑張ってくれている

８月５日(土) 午後３時より人吉市内 ｢鍋屋

本館｣ にて､ 本年度は球磨郡歯科医師会の主催

のもと人吉球磨合同学術講演会を開催した｡

講師には､ 九州大学病院の高齢者歯科・全身

管理歯科の二木寿子氏を迎え ｢高齢者に多い疾

患と薬の知識｣ ―歯科治療時の管理を中心に―

と題しての講演があった｡

過疎化､ 高齢化が進む人吉球磨地方において

は､ 人口比率における高齢者の占める割合は上

昇する一方であり､ 複数の疾患を有した患者が

多い高齢者の治療に日々当たらざるを得ない我々

にとっては､ 切実で大変有意義な講演であった｡

二木講師からはご自分の豊富な経験から､ 我々

日々の診療に直結した貴重なお話を交えながら

懇切丁寧なご指導をいただいた｡ 長年にわたり

高齢者の全身管理を行いながら診療をされつつ

―人吉球磨合同学術講演会―

�������������������人吉市・球磨郡歯科医師会

も､ 高齢者の患者に寄り添ってこられた講師の

お人柄が滲み出る講演会であった｡

当日は台風５号が接近するなか､ 遠路人吉ま

で足をお運びいただきましたご厚意に感謝し､

講演後は時を忘れて親睦を深めた｡

(塚本 卓也)

豊富な経験をもとに有意義な講演をされた
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������ �������� ���������
熊本市 小柳 一哉

今でも初めて������に行ったときのことを思い出す｡
時のノーベルファルマジャパンの社長と数名の社員と������ ��������にノーベルファル

マのコースを受講しに､ ���������クリニックの�������教授のもとを訪れたのが､ 今から26
年前の1991年のことである｡ その時の頭を殴られたみたいな衝撃と感動は今でも忘れることがで

きない｡ まるで光輝いた歯科医学の宝石を見たような､ 当時の������の歯科治療は私にはあ
まりにもまぶしく新鮮であった｡

当時私は日本歯科大学を卒業し､ 神奈川県で開業しながら昭和大学で学位を頂き､ 兼任講師を

して県歯科医師会の社保委員などをしていた頃であったと記憶している｡ 忙しい毎日の診療と様々

な仕事､ 大学にも学生実習､ 歯科衛生士学校の講師など多忙を極めていた｡

������の�������教授のもとに行くきっか
けになったのは､ 私の一人の患者さんとの出会いで

あった｡ 当時私は局部床義歯学の講座に属してい

た｡ そのいきさつは日本歯科大学歯学91春季特集

号；115-119, 2004 P115～119に写真入りで投稿さ

れているのでご覧になられた方もいらっしゃると思う

が､ 1987年の口腔がんの患者さんとの出会いが������へと私を向かわせたのである｡ 当時上顎
の口蓋粘膜にできたがんの終末処置としての補綴を

考えた時､ 私には去年亡くなられた���������
教授の考え方しかないと､ その出会いと必然性と偶然に心ときめいたものである｡ それは異国の

恋人ができたより以上のときめきであった｡ 私はなんと素晴らしい先輩や一流といわれている先

生方の指導を補綴､ 顎顔面口腔外科､ 麻酔と受ける幸運に恵まれている､ なんと強運の持ち主な

のであろうか？それは今でも続いており､ 亡くなられた教授方も残念ながら多いが､ その教えは

今でもめんめんと受け継がれており､ 世界中が先生の教えをいまだに多くの先生方が大事に毎日

の臨床に役立てているのである｡ よく������は歯科医療が進んでいるの？と質問を受けるこ
とがあるが､ 私はそうは思わない､ むしろ保守的と考えている｡ 実験結果も私の������での
一番の師匠であるアデル名誉教授などは15年もの長期にわたる実験結果などを公表しているが､

一つの事柄に時間をかける､ 今でも死守しているのは患者さんに使うなら最低で５年の臨床治験

の終わったものを使えと教えられたことがらである｡ (次頁に続く)
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学会でよく行くシカゴ､ シアトルなどでは最先端医療をということで比較的浅い治験でも世に示さ

れるといった傾向が見受けられるような気がするのは私だけであろうか？確かに新しい治療は､ 新

しい薬は魅力的である｡ それがなくては医学の進歩もない､ それはそうだと思う｡ ������に
はいまだに江戸時代にたてられた建物が残されている｡ そりゃ熊本みたいに大きな地震が何度も

来れば､ そんな建物が残っているわけがない｡ しかしながら外観は変えず中だけは新しく改装し､

便利に使いやすくしていく､ そんな������の考え方は素晴らしく､ 地震のない恵まれたとこ
ろだなと思う｡

私達家族が住んでいた������は���������と��������とのちょうど中間に位置し､
子供たちは毎週土曜日に���������の現地日本人補習校にも通っていた｡ ���������と
いうと私の診療所の名前にしたノーベル賞の授賞式が行われるところで､ 毎年その時期になると��
などでお目にかかる｡ 医学賞の決定をするのが����������大学であり､ 授賞式は市庁舎で行
われ､ 受賞者は����� �����に宿泊する｡ 今回�����������の顎顔面口腔外科に行く機会
があったので､ 大学病院の入り口と市庁舎と����������の入り口の写真を載せます｡
古い石畳の街並みと綺麗な湖と輝く光､ 夏は白夜とザリガニを食べ､ 裸で太陽の日を体いっぱ

いに浴びる！

それが僕たち家族のアナザスカイ ������
次回は私の学校の後輩である三角の若大将､ 中野貴夫会員にリレーしたいと思います｡
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徳永 一宏
(トクナガ カズヒロ)

熊本市西区上代1-21-2

ホワイト歯科
西廻りバイパス

第第３３種種会会員員

第第１１種種会会員員
堂上 哲矢
(ドウノウエ テツヤ)

上益城郡山都町浜町186-５

どうのうえ歯科クリニック

①人口減少と高齢化対策｡
②患者さんの様々なニーズに対応し､ 治療し
て良かったと思っていただける歯科診療｡
③高齢者が多い町なので､ 負担を極力減ら
して治療し､ 説明も時間をかけて理解し
てもらえるよう心がけています｡
④未熟な所､ 多々あると思いますが､ 御指
導・御鞭撻の程宜しくお願い致します｡

谷川 京子
(タニガワ キョウコ)

八代市本町1-1-48

谷川歯科医院

①健康なお年寄りを増やすこと｡
②通院するのが楽しく､ 帰るときに笑顔にな
れるような場所｡

③80代の方から ｢小学生の時から通ってるよ｣
と言われることや､ ３世代４世代にわたっ
て通院されるご家族も多くあります｡ 地域
の皆さまに親しまれ､ 支えられて永く続け
られています｡

④患者様もスタッフも幸せになるような医院
づくり｡

①今もっとも関心のあることを教えてください｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなもの
だとお考えですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教
えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

会 務 報 告 自 平成29年７月24日
至 平成29年８月17日

所管 日付 摘要 出務者

総 務

７月25日 第１回県医療審議会 (県庁) 浦田会長

26日

第３回理事会
【承認事項】
(１) 新入会員の承認 (２) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
(３) 名義後援使用依頼
【議 題】
(１) 平成29年度第29回中規模県歯科医師会連合会の提出協議題
(２) 九地連協議会提出協議題の回答
(３) 平成28年度各郡市会長・専務理事連絡会議の開催日 ほか

浦田会長他椿常務理事を除く全役員

27日
九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (九州厚生局熊本事務所) 中嶋監事
歯科審査委員との懇談会 (熊本市) 浦田会長

28日 災害支援活動に関する費用弁償検討会 牛島専務理事､ 八木常務理事

29日
月次監査
(１) ６月末会計現況監査

中嶋・西野監事
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所管 日付 摘要 出務者

総 務

29日
大阿蘇会定時総会懇親会 (ANAクラウンプラザホテルニュースカイ)

浦田会長､ 小島副会長､ 牛島専務理
事

県歯野球部お祝い会 (熊本市) 渡辺副会長
８月１日 県災害医療提供体制検討委員会 (県庁) 牛島専務理事

２日

第３回常務理事会
(１) 新入会員の承認
(２) 各郡市会長・専務理事連絡会議の次第及び役員出席者
(３) 県議会議員・県健康福祉部・県教育庁との懇談会 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

３日 県医療安全推進協議会 (県庁) 小島副会長

４日
県警本部田中検視官との面談 (県警察本部) 牛島専務理事､ 澤田事務局長

第１回選挙管理委員会
全委員､ 浦田会長､ 渡辺副会長､ 牛
島専務理事､ 八木常務理事

５日

県体協スポーツ医科学専門委員会 県内国体選手メディカルチェック歯科健診 (市医師会ヘ
ルスケアセンター)

渡辺副会長

九州各県会長会 (宮崎観光ホテル) 浦田会長

九地連協議会 (宮崎観光ホテル)
浦田会長､ 小島副会長､ 牛島専務理
事､ 田上常務理事､ 澤田事務局長

九地連総会 (宮崎観光ホテル)
小島副会長､ 牛島専務理事､ 田上常
務理事､ 澤田事務局長

県各歯科大学歯学部同窓会支部協議会懇親会 (ホテル日航熊本) 渡辺副会長
８日 第１回県救急医療専門委員会 (県庁) 伊藤副会長

９日

第790回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長
県体協スポーツ医科学専門委員会 メディカルチェック結果判定会 (アークホテル熊本城前) 渡辺副会長

第１回裁定審議委員会
(１) 正副委員長の選任 (２) 委嘱状伝達 (３) 裁定審議委員会委員の任務

全委員､ 浦田会長､ 小島副会長､ 牛
島専務理事

11日 熊本歯科衛生士専門学院同窓会定例総会懇親会 (ホテル日航熊本) 浦田会長

16日

第４回常務理事会
(１) 新入会員の承認
(２) ｢九州地域の医療機関における電波利用推進地域協議会 (仮称)｣ 設立に伴う構成員の推薦
(３) 日学歯からの歯科健康診断での注意喚起 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

学 術 ７月30日

安全な歯科医療を提供するためのバイタルサインセミナー
受講者：147名
演 題： ｢モニタリング－患者情報の把握と評価―｣
講 師：日本歯科麻酔学会 望月亮理事・広報委員長

牛島専務理事､ 井上理事､ 馬場委員
長他全委員長

社会保険

７月26日 第１回日歯社会保険委員会 (日歯会館) 椿常務理事

28日
社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応
(３) 各郡市社会保険担当者会 ほか

椿常務理事､ 田中理事､ 桐野委員長
他全委員

29日
社会保険個別相談会
相談者：１名

桐野委員長､ 橋本・野田副委員長

８月７日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：０名

田中理事

17日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 田中理事､ 井口副委員長

地域保健

７月26日
第１回県へき地保健医療対策ワーキンググループ (県庁)
(１) 第７次県保健医療計画の内容に係る協議・検討

赤尾理事

29日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (人吉電気工事株式会社)
受診者：32名

歯科衛生士３名

８月５日
生活歯援プログラム歯科衛生士向け研修会
(１) 生活歯援プログラムの概要・実施方法
受講者：32名

渡辺副会長､ 赤尾理事､ �水間副委
員長他３委員

９日
第２回県へき地保健医療対策ワーキンググループ (ホテル熊本テルサ)
(１) 第７次県保健医療計画の内容に係る協議・検討

赤尾理事

10日

熊本さわやか大学校熊本校講演 (県総合福祉センター) 山口会員 (熊本市)
地域保健委員会
(１) 各郡市地域保健担当者会の開催 (２) 九州各県地域保健担当者会の開催
(３) 新入会員研修会における後期高齢者歯科健診の説明 ほか

赤尾理事､ 郷原委員長他全委員

広 報 ８月10日
広報小委員会
(１) 会報９月号編集・第１校校正

竹下理事､ 秋山副委員長他１委員

学校歯科
８月１日 第39回むし歯予防全国大会打合せ 渡辺副会長､ 大林理事､ 河原委員長
９日 熊本市中央区役所保健子ども課研修会 (熊本市役所) 大林理事
17日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策
７月28日 医療対策小委員会 永松理事､ 岡田委員長他３委員

８月16日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 医療対策委員会講演会 (３) 委員会提出協議題 ほか

永松理事､ 岡田委員長他全委員

センター・
介護

８月10日 委託事業打合せ 小島副会長､ 松本理事他２委員

総務･医療
連携

７月29日 第13回熊本赤十字病院地域医療連携の会 (熊本テルサ) 牛島専務理事､ 宇治理事

８月２日
平成29年度在宅歯科医療連携室整備事業第１回打合会
(１) がん・回復期連携の現状報告
(２) 県より在宅歯科医療連携室のこれまでの経緯とこれからの方向性について提案 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 宇
治理事

学 院
８月４日

第２回学院教務委員会
(１) 単位未修得者への対応 (２) 平成29年度学院主要行事への出務 (学生指導) 依頼
(３) 平成29年度臨床実習指導担当歯科衛生士研修会日程等 (案) ほか

伊藤学院長､ 浦田会長他全役員､ ４
教務委員

６日
第２回学院体験入学
参加者：46名



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　今年度、歯と口の健康に関する図画・ポスター
の部で熊本県知事賞に選ばれた作品です。２年
生らしく、むし歯の治療の様子がよく描けていま
す。友達もそれをよく見ていて、歯の大切さが分
かる作品です。

（Ｔ・Ｋ）
この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として

加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村
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CONTENTS
　猛暑、酷暑、といわれた今年の夏だったが、皆様元気に乗りきれましたか？
　降雨も少なく、家庭菜園をされている高齢の患者さんは、可愛がってる植物や花に
せっせと水をあげて、自分が脱水症状で救急搬送されたらしい。
　９月に入ると一変して、爽やかな秋風を感じるようになり、過ごしやすくなった。朝晩の
涼しさは、夏の疲れもプラスしていっそう睡魔を誘い出すようだ。軽く身体を動かし汗を流
した後も、夏とは違うすがすがしさがある。
　昨年は、こんなに秋の気持ちよさを感じる心の余裕がなかったのだろうか。今年は、団
子を片手に、うさぎの餅つき見てみよう…！
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●巻頭言（副会長　伊藤 明彦）

●理事会報告

●平成29年防災功労者

　防災担当大臣表彰を熊本県歯科医師会が受賞

●国保報告

●各郡市新執行部紹介

●会員投稿

●郡市会報告

 （熊本市、人吉市・球磨郡、上益城郡）

●リレー投稿⑩

●新入会員

●会務報告

主な行事予定 November

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

1日（水）

5日（日）

15日（水）

22日（水）

25日（土）

第９回常務理事会

笑顔ヘルCキャンペーン中央イベント

第10回常務理事会

第７回理事会

医療対策講演会

11

（Ｔ．Ｍ）

（熊本市・上通びぷれす広場）
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